
液状化通路浸水歩行体験

液状化

浸水時避難の危険性が疑似体験できる国内唯一の体感型防災コンテンツ

浸水歩行体験では、浸水時の避難行動がいかに危
険であるのかを実際に「はまる」という体験を通し
て、体感して頂きます。また、最深部では「土砂に埋ま
る」ことも同時に体験。身動きができなくなる体験
より、土砂災害がどれだけ身近で危険であるかを
体感し、大雨などが発生した際の「早期避難」と
「ハザードマップの確認必要性」を訴求します。
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液状化体験 ARゴーグル常設設置



流動床(りゅうどうしょう) インターフェースは 「流動化」と呼ばれる物理現象を転用した 「砂の海」 インターフェース。容器に
入った砂に対して上向きに空気が噴出されると、砂の重力と、持ち上げようとする空気の外力が拮抗し、砂が浮遊して全体が
均一な流体のように動く現象。ものつくり大学 (埼玉県行田市) の的場 やすし氏 (的場ラボ主宰) と、 体感型 防災訓練のパイオ
ニアである防災REVO の共同開発にて、 日本初となる 「液状化通路浸水歩行体験」 が完成。

浸水時には 「マンホールの蓋が外れていること」 や 「側溝」 や 「水路」 が見えずにハマってしまう事故が、 毎年
のように発生しています。 浸水歩行体験では、浸水時の避難行動がいかに危険であるのかを実際に 「はまる」 
という体験を通して、 体感して頂きます。また、最深部では 「土砂に埋まる」 ことも同時に体験。 身動きがで
きなくなる体験より、 土砂災害がどれだけ身近で危険であるかを体感し、 大雨などが発生した際の 「早期避
難」 と 「ハザードマップの確認必要性」 を訴求します。

最初に通常の砂地
であることを確認
します。

液状化発生により
一気に足が沈んで
いきます。

浸水用ARゴーグ
ルを装着。周囲は
浸水状態に。

泥水により足元が見
えない状態での歩行
の危険を体感。

少し歩くと溝に
はまる疑似体験。

映像で詳しく見てみる
北九州グルリッチ
instagram

メディア掲載

流動床インターフェイスとは
りゅうどうしょう

流動化した砂はまるで「水」と同様に !  「砂にしずむ」体験は驚愕 !

『液状化通路 浸水歩行体験』とは

体験イメージ

会場：関門海峡ミュージアム　北九州市門司区西海岸 1-3-3

営業時間：9：00～17：00（最終入館 16：30）駐車場：あり（有料）

子ども達も‼ 防災イベントへ
出展可能‼

小学生以上推奨 (身長100cm以上)

事前予約制
093- 513 -8333

( 防災体験学習担当者直通）

受付時間  平日 9：00 ～ 17：00


